
（別紙３）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 30名 （回答者数） 23

～ 令和8年3月28日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後もアセスメント・個別支援計画書等に基づいた支援を一

人ひとり行っていき、お子さんの支援ニーズに基づいた療育

の提供を行っていきます。

・長時間での児童発達支援。

・様々なプログラムでの5領域に基づく支援の提供。

・集団療育と小集団療育、年長の個別療育を行っている。

児童発達支援の中では9時～15時と長時間の集団療育を実施

しておりますので、排泄、食育、身支度など、基本的動作の

支援をしっかり行うことができます。また、様々な日課（プ

ログラム）を提供しており、5領域に基づく様々な支援（「健

康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言語・コミュニ

ケーション」「人間関係・社会性」）をバランスよく提供す

ることができます。そして集団療育やお子さんの状態による

小集団療育、年長さん向けの就学を見据えた個別療育も行っ

ています。長時間、集団で過ごし個別対応の支援を受けるこ

とでコミュニケーション力、社会性を養い、お子さんの将来

の自立を支える強い根っこをめざします。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間
令和8年3月1日

○事業所名 児童デイサービスそだち

○保護者評価実施期間
令和8年2月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



2

今後も室内外での活動を思いきりできる環境・プログラムを

提供していきます。また栄養士による嗜好調査も定期的に行

い、保護者の意見も反映していきます。

3

今後も引継ぎの時間、定期的な話し合いの時間を大切に、保

護者の方とたくさんお話をする中で、そだちやご家庭でのお

子さんの様子を共有する他、保護者の方の育児の悩みなどの

ご相談にも応じていくことで、ともにお子さんの成長を見

守っていけるようにしていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

毎月危険個所見回りを実施していることを活かし、危険個所

や劣化箇所はその都度補修を行っていきます。また、来年度

一部補修を実施予定です。

2

保育園送迎を実施していないことによる利用家庭の負担を軽

減するため、来年度から近隣保育園2園より送迎を実施しま

す。

戸外活動の充実、栄養士による給食提供、法人内の児童発達

支援と放課後等デイが別事業所（単独型）である。

近隣はお散歩コースがあり、また敷地内に遊具を備えた大き

なグラウンドがあり、戸外活動での充実を図ることができて

います。また、栄養士による給食提供で保護者負担を減らす

ことができ、児童発達支援と放課後等デイが別事業所である

ことで、長期休み時も通常通りの支援を提供することができ

ています。

建物に経年劣化している箇所が見られます。 平成18年より同施設にて児童発達支援事業を実施しており、

建物の経年劣化が見られています。

保育園等への送迎サービスを実施していないため、家庭に

よっては保護者の送迎の負担があります。

当事業所では、ニーズに応じて自宅への送迎は実施しており

ますが、並行通園先への送迎サービスは実施しておりません

でした。そのため、家庭や就労等の状況によっては利用を希

望しても通所が難しい家庭が生じています。

・保護者や関係機関（保育園等）との情報共有ができてい

る。

・保護者支援を行っている。

連絡帳や引継ぎ時、保育園等で行っているサービス担当者会

議などを通して、保護者の方とお話しする機会を設け、保護

者の方との連携やコミュニケーションを大切にしています。

それぞれの居場所での様子を共有することで、関係者・保護

者の方と一緒にお子さんの成長を喜んだり、悩んだりしなが

ら共通認識のうえで支援を行えるように努めています。

・保護者向けのパパママ会を年に数回行い、勉強会や個別相

談等にも応じています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等


